
No.929 昭和56年9月1日線機議議議機議水と緑と花のまち機織

市政だより の動き

前月比

67 
22 
45 
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8月1日現在

人口計 66.274ー
男 31.920一
女 34.354一
世帯数 19.181 ー
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市内竹松地区の、富の原常盤遺跡、から、弥生時代

0800年.....2000年)の石棺2基とカメ棺8個が発掘さ

また、わが国では 14本目といわれる鉄文れました。

(てっか)も見っかり、弥生時代の文化を観るうえに

? 弥生時代の石棺 j 
貴重な資料だと、関係者を喜ばせています。

見つかった石棺の一つには、ぼろぼろになった大人

富の原の管鐙遺跡で翁錨
いずれも畑の表土から 30c視からの骨がありました。

1 m50伺の土中にありました。
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(2) 

長寿を祝い

叡老金など贈呈

りおおむ市政だより

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」

で
す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週

間
は
「
老
人
福
祉
週
間
」
で
す
。

お
年
寄
り
は
、
こ
れ
ま
で
永
年

に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
乙

ら
れ
ま
し
た
。
長
寿
を
心
か
ら
お

祝
い
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
今

日
ま
で
っ
ち
か
っ
て
き
た
知
識
と

経
験
を
社
会
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
こ
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大
村
線 老人福祉週間 9/15~9/21

と
が
、
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
に

な
る
と
同
時
に
、
世
代
を
乙
え
た

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

A
H

。老
人
に
生
き
が
い
の
あ
る
社
会

を
共
に
築
い
て
い
き
た
い
も
の
で

す。
寿 10
を歳
祝以
いよ
敬の
老人
金に
長

長
寿
を
祝
福
し
敬
老
の
意
を
表

す
る
た
め
敬
老
金
を
贈
呈
し
ま
す

対
象
者
九
月
一
日
現
在
、
本
市

に
一
年
以
上
居
住
し
て
い
る
七

十
歳
以
上
の
人

金
額
マ
七
十

t
七
十
四
歳
H

五

千
円
マ
七
十
五

t
七
十
九
歳

H
八
千
円
マ
八
十

t
八
十
四

歳
H

一
万
円
マ
八
十
五

t
八

十
九
歳
H

一
万
二
千
円

V
九

十
歳
以
上
H

一
万
五
千
円

※
七
十
七

l
八
十
七
歳
の
人
に
六

千
円
、
八
十
八
歳
以
上
の
人
に

J
ニ

八
千
円
、
県
の
敬
老
祝

金
も
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

贈
呈
日
九
月
九
日

t
十

一
日
の
間
で
、
該
当
者

に
は
後
日
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
そ
の
通
知
書
と

印
か
ん
を
持
っ
て
指
定

乗
ろ
う
守
ろ
ろ

の
日
時
、
場
所
で
お
受
け
と
り

下
さ
い
。

見ね
舞た
金き
り
の
老
人

ね
た
き
り
の
老
人
に
見
舞
金
を

差
し
上
げ
ま
す
。

対
象
者
九
月
一
日
現
在
、
六
十

五
歳
以
上
の
人
で
、
本
市
に
一

年
以
上
居
住
し
六
カ
月
以
上
ね

た
き
り
の
人

金
額
一
万
八
千
円

品に 90
記歳
念に
写な
真ち
とれ
記 fこ
念人

昨
年
九
月
十
六
日

t
本
年
九
月

十
五
日
ま
で
の
聞
に
九
十
歳
に
な

ら
れ
た
人
に
記
念
写
真
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

念金
品婚
式
該
当
者

記

本
市
に
一
年
以
上
居
住
し
、
九

月
十
五
日
現
在
で
婚
姻
し
た
日
か

ら
五
十
年
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
に

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
な
お
、

記
念
品
の
贈
呈
に
つ
い
て
は
後
日

該
当
者
に
通
知
し
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
を
増
そ
う

一
{
画
F
V-~必
E

圃
圃
~日間判
経
治

・・・・・・・・圃
Z
.
.
.
.
.
 

，v副司
事
、
耐

一

・・・・周

一-3民eれ
i
v山町

一目

制

d
E
Rパ

園
圃
圃
匂
A
F
J

棋
倒
J
N
恥
遍
F

h

u

咽
』
一

層
匂
開旬、

~~f
・眠、
h
yl
a

一
。

一

ご

理

解

と

ご

協

力

を

ノ

救
急
医
療
週
間

一
救
急
医
療
は
、
人
の
生
命
と

一
健
康
に
か
か
わ
る
大
き
な
社
会

-
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

一
そ
の
対
策
は
大
変
む
つ
か
し
く

一
各
県
と
も
頭
を
悩
ま
し
て
い
る

-
の
が
現
状
で
す
。

県
救
急
医
療
財
団
で
は
、
救

一
急
医
療
体
制
の
円
滑
な
運
用
を

一
期
す
る
た
め
、

県
市
町
村
及
び

一
医
師
会
の
相
互
理
解
と
協
力
の

-
上
に
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
に

;ー お願い-

し-救急車の正しい利用を-----' 

。

o 
νAIν
川

設
立
し
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

の
運
用
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
年
度
は
救
急
医
療

に
対
す
る
県
民
の
正
し
い
理
解
と

認
識
を
得
る
た
め
、

救
急
医
療
週

間
(
九
月
六
日

t
十
二
日
)
を
設

け
積
極
的
な
広
報
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
何
で
も
相
談
で
き
る
ホ
l
ム
ド

ク
タ
ー
を
も
と
う
。

最
近
、
救
急
車
の
出
動
回
数
一

が
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
が
一

そ
の
中
で
救
急
車
を
必
ず
し
も
一

必
要
と
し
な
い
要
請
が
か
な
り
一

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

救
急
車
は
、
生
命
や
身
体
に
一

重
大
な
危
険
が
生
じ
る
乙
と
が
一

予
想
さ
れ
る
患
者
を
一
刻
も
早
一

く
医
療
機
聞
に
撮
送
す
る
た
め
一

に

置

か

れ

て

い

ま

す

。

一

こ
の
よ
う
な
患
者
を
救
う
た
一

め
に
も
、
救
急
車
の
正
し
い
利
一

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
大
村
消
防
署
)

マ
救
急
以
外
は
診
療
時
聞
に
受
一

診
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
一

・

っ

。

一

マ
救
急
車
の
安
易
な
利
用
は
さ
一

け

ま

し

ょ

う

。

・

マ
日
頃
か
ら
十
分
健
康
に
気
を
一

つ
け
ま
し
ょ
う
。

マ
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、
新
一

聞
や
広
報
紙
な
ど
で
休
日
の
一

当
番
医
を
確
か
め
て
お
き
ま
一

し
よ
う
。

マ
家
庭
で
で
き
る
正
し
い
応
急
一

手
当
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
一

お

き

ま

し

ょ

う

。

一

マ
休
日
や
夜
間
の
急
病
は
お
ち
一

つ
い
て
、
ま
ず
ホ
l
ム
ド
ク
一

タ
l
か
当
番
医
に
相
談
し
ま
一

ーしょ・っ。

(生
活
環
境
課
)
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飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

伊
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

7
Z
R司
出
圃
両
日

-
老
人
作
品
展

場期
所間

九
月
十
三
日

t
十
七
日

福
祉
セ
ン
タ
ー

-
老
人
演
芸
会

場目
所時

九
月
十
六
日

福
祉
セ
ン
タ
ー

園
入
浴
料
の
特
別
奉
仕

公
衆
浴
場
組
合
で
は
、
入
浴
料

の
無
料
奉
仕
を
行
い
ま
す
。
入
浴

の
際
、
老
人
保
健
手
帳
を
提
示
し

て
下
さ
い
。

対
象
者
七
十
歳
以
上
の
人

期
間
九
月
十
五
日

t
二
十
一
日

(
一
人
一
回
)

-
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
さ
く
ら
荘
〉
を
無

料
開
放

対
象
者
市
内
居
住
者
で
六
十
歳

以
上
の
人

期
間
九
月
十
四
日

t
十
六
日

-
県
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大

会
日
時
十
月
二
十
一
日

場
所
県
営
陸
上
競
技
場
(
諌
早

市
)

(
保
護
課
)

福祉センター前に

盲人用信号機

-・・・・・・・・・・・・・・・.................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・官. . 
-. . . . . ですかじご存

検察審査会

あ
な
た
や
、
そ
の
周
囲
の
人
で

詐
欺
(
さ
ぎ
て
お
ど
し
、
交
通

事
故
な
ど
の
被
害
を
う
け
、
そ
の

犯
人
を
処
罰
し
て
ほ
し
い
と
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
そ
の
結

果
「
罪
と
な
・
ら
ず
」
と
か
「
嫌
疑

な
し
」
と
い
わ
れ
て
裁
判
に
ま
わ

国際障害者年事業のーっとして、福祉セン

ました。流れる曲は、ターミナル・消防署方

ター前の市道交差点に盲人用信号機を設置し

福祉センター・水道部方向が「故郷の空」、

向が「とおりゃんせ」です。毎日午前8時~

午後6時まで流しますが、市民の皆さんの通

行者へのご協力をお願いします。

乗
る
な
ら
飲
ま
た
い

さ
な
い
(
不
起
訴
処
分
)
乙
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
不
服

だ
が
、
さ
て
乙
れ
を
誰
に
、
ど
う

し
て
も
ら
っ
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら

な
く
て
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。こ
の
よ
う
な
被
害
者
の
不
満
を

聞
い
て
、
も
う
一
度
調
べ
直
す
仕

事
を
し
て
い
る
の
が
「
検
察
審
査

会
」
で
す
。

検
察
審
査
会
は
、
裁
判
所
の
中

に
あ
っ
て
、
民
間
の
代
表
者
で
構

成
さ
れ
た
十
一
人
の
検
察
審
査
員

が
、
そ
の
不
起
訴
処
分
に
つ
い
て

審
査
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
証
人

を
呼
ん
だ
り
実
地
見
分
な
ど
を
し

て
調
べ
ま
す
。

も
し
検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処

。

(福祉課〉

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

分
が
間
違
い
で
は
な
い
か
と
判
断

す
れ
ば
、
検
察
庁
に
「
起
訴
す
る

よ
う
に
」
と
か
、
「
も
う
一
度
調

べ
直
し
て
下
さ
い
」
と
申
し
入
れ

す
る
の
で
す
。

犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し
た
人
や

犯
罪
に
よ
っ
て
害
を
受
け
た
人
で

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に
不
服
の

あ
る
人
は
、
誰
で
も
検
察
審
査
会

に
審
査
の
申
し
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

申
し
立
て
の
費
用
は
一
切
い
り

ま
せ
ん
。
相
談
や
申
し
立
て
の
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
長
崎
地
方
裁

判
所
内
長
崎
検
察
審
査
会
事
務
局

(
長
崎
市
万
才
町
九
!
二
六
、
宮

長
崎
⑫
|
六
一
五
一
)
へ
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

(
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
)

。

。

自

動

販

売

機

の

点

検

を

ノ

多
く
の
人
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
、
管
理
当
事
者
は
安
全

の
た
め
自
動
販
売
機
の
漏
電
防
止

を
、
も
う
一
度
点
検
し
ま
し
ょ
う

点
検
事
項
マ
自
動
販
売
機
に
マ

か
⑦
白
マ
!
ク
が
つ
い
て
い
ま

す
か
。
(
電
気
用
品
で
あ
る
自

動
販
売
機
に
マ

l
ク
の
な
い
も

の
は
使
用
で
き
な
い
)

マ
ア
l
ス
は
確
実
に
取
り
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
か
。

マ
所
定
の
漏
電
し
ゃ
断
器
(
プ
レ

ー
ヵ
l
)
は
取
り
つ
け
ら
れ
て

い
ま
す
か
。

問
合
せ
先
九
州
電
力
営
業
所
、

九
州
電
気
保
安
協
会

(
商
工
観
光
課
)
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農
業
者
年
金

イ
i
皐
J

〈

加
i

入
i
し

一
て

つ

弓
)
一三
一一
r
r
J

:聾

ーか
一
i

な
日老
…後
上を
iy

震
業
者
年
金
は
、
農
業
経
営
の

近
代
化
と
農
業
者
の
豊
か
な
老
後

の
生
活
を
め
ざ
し
て
で
き
た
年
金

で
す
。
農
業
者
年
金
の
給
付
を
受
け
る

に
は
、
加
入
資
格
の
あ
る
人
が
加

入
し
て
か
・
り
六
十
歳
に
達
す
る
月

の
前
月
ま
で
に
保
険
料
を
一
定
期

間
以
上
納
め
る
乙
と
が
必
要
で
す

が
、
別
表
の
よ
う
に
若
い
う
ち
に

加
入
す
る
ほ
ど
年
金
の
受
取
額
が

大
き
く
な
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。農
業
者
年
金
は
、
二
十
年
間
保

険
料
を
納
め
れ
ば
貰
え
る
の
だ
か

ら
四
十
歳
の
と
き
に
加
入
す
れ
ば

よ
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
年
金
に
は
加

(昭和56年7月1日現在〉

辺恒閣吋病院J(i!更で)
60-64歳I経営移譲年金 11.716，ob円0||138T.00円0 

85，900 

65歳以後 214，800 

451.1 300，700 

※ 

空
力

ン
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

入
期
限
が
あ
り
、

そ
の
期
限
を
す
ぎ

る
と
加
入
の
手
続

き
を
し
よ
う
と
し

て
も
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

加
入
資
格
の
あ

る
人
は
今
す
ぐ
加

入
し
て
下
さ
い
。

加
入
資
格
者

民
年
金
の
被
保

険
者
で
六
十
歳

に
達
す
る
月
の

前
月
ま
で
の
被

保
険
者
期
間
な
ど
が
二
十
年
以

上
あ
る
人
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

肘
自
分
名
義
の
農
地
な
ど
の
面
積

が
五
十
ア
ー
ル
以
上
あ
る
農
業

経
営
主

制
自
分
名
義
の
農
地
な
ど
の
面
積

。
「
:
明
日
か
ら
の
;

が
三
十
ア
ー
ル
以
上
五
十
ア
ー

ル
未
満
の
集
約
的
な
農
業
経
営

主
同
自
分
名
義
の
農
地
な
ど
の
面
積

が
五
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
業
経

営
主
の
直
系
卑
属
の
う
ち
、
そ

の
経
営
主
か
ら
農
業
後
継
者
と

し
て
指
定
さ
れ
た
一
人
の
人
で

あ
っ
て
、
引
続
き
三
年
以
上
農

業
に
従
事
し
て
い
る
人

な
お
、
一と
乙
で
い
う
農
地
な
ど

と
は
農
地
と
採
草
放
牧
地
の
乙

と
で
す
。

(
農
業
委
員
会
)

。

<> 

9 

月

雇
用
プ
フ
ン

身
障

室間

促

進

月

|ま

心
身
障
害
者
の
福
祉
の
基
本
は

職
業
を
通
じ
て
自
立
を
図
る
こ
と

国

に
あ
り
、
健
康
な
人
と
と
も
に
社

会
の
一
員
と
し
て
社
会
経
済
活
動

に
参
加
し
、
生
き
が
い

を
見
出
し
て
い
く
乙
と

に
あ
り
ま
す
。

特
に
今
年
は
、
国
連

が
提
唱
す
る
「
国
際
障

害
年
」
で
す
。
心
身
障

害
者
の
雇
用
促
進
の
た

め
、
障
害
者
自
身
の
職

業
自
立
の
自
覚
と
不
断

一

国

際

障

害

者

年

一

一

S
完
全
室
加
と
平
等

S

一

一

ご

存

じ

で

す

か

一

一

@

航

空

運

賃

割

引

制

度

幻
聴
覚
障
害
H
四

級

マ

平

一

一
身
体
障
害
者
が
介
護
者
と
共
衡
機
能
障
害
H
三

級

マ

音

一

一
に
、
ま
た
、
単
独
で
航
空
機
を
声
・
言
語
機
能
障
害

1
一
一
級
一

一
利
用
し
て
旅
行
す
る
場
合
、
航
マ
肢
体
不
自
由
(
下
肢
の
み
)
一

一
空
運
賃
の
割
引
制
度
が
あ
り
ま

H

四

級

一

一

す

。

乙

の

該

当

者

は

、

あ

ら

か

じ

一

一
適
用
範
囲
山
第
一
種
の
身
体
め
福
祉
事
務
所
で
身
体
障
害
一

一
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
者
手
帳
に
割
引
対
象
者
で
あ
一

一
て
い
る
十
二
歳
以
上
の
方
の
る
乙
と
の
証
明
印
を
受
け
な
一

一

場

合

、

本

人

と

介

護

者

一

人

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

一

一

に

対

し

そ

れ

ぞ

れ

適

用

さ

れ

割

引

額

二

五

労

相

当

額

一

一

ま

す

。

(

福

祉

課

)

一

一

間

第

二

種

の

手

帳

の

交

付

を

受

一

一
け
て
い
る
十
二
歳
以
上
の
方

0

0

0

一

一
で
次
の
等
級
以
上
の
場
合
、

耳

と

こ

と

ば

の

相

談

目

'

一

、

mグ
〆

本

人

の

み

一

、
)

d

z

日
時
九
月
十
九
日
(
土
)

一

m
y

j
E
適
用
さ
れ

一

E
〕

V
ボ

べ

ま

す

午

後

一

時

t
一
一
一
時
一

一

・

守

、

-

マ

視

覚

障

場

所

福

祉

セ

ン

タ

ー

-

一

dι
泳

、

千

四

級

一

よ すのの
つ事。深努
て業 い力
、主ど及
就の 理び
職皆 解国
援さ と民
護ん 協ー
制の 力般
度どが
を理 必事
活解 要業
用に で主

し
、
心
身
障
害
者
を
一
人
で
も
多

く
雇
用
さ
れ
、
障
害
者
が
持
っ
て

い
る
す
ば
ら
し
い
能
力
を
生
か
せ

る
よ
う
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

(
商
工
観
光
課
)
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※ 

海
や
川
を
守
る
た
め

粉
石
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う

ー ニ

Tf量:
健警 l欝1
康 51;と;
診g1議;
査

対
象
昭
和
五
十
五
年
二
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
昭
和
五
十

四
年
九
月

t
五
十
五
年
一
月
生

ま
れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受

~け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し
て

おおむら

(ゐ11:み察機
震イ@公E

市政だより(5) 

下
さ
い
。

日
時
九
月
十
一
日
・
十
八
日

午
後
一
時

t
一
時
三
十
分
受
付

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
と
、
送
付
し
ま

し
た
問
診
票
を
記
入
の
上
、
必

ず
ご
持
参
下
さ
い
。
(
生
活
環
境
課
)

-9月の
日
曜
・
祭
日

当
番
医
が
一
部
変
更

九
月
十
五
日
の
中
村
医
院
が
楠

木
眼
科
(
東
本
町
、
富
@
i
二
七

一
一
)
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

-
第

n回
大
村
市
少
年

柔
剣
道
練
成
大
会
成

績八月
九
日
、
市
民
体
育
館

(
剣

道
)
と
市
武
道
館
(
柔
道
)

で
大
村
市
連
合
防
犯
協
会

大
村
警
察
署
な
ど
の
共
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
柔
道
〕

団
体
〔
小
学
〕
①
西
大

村
②
中
央
③
竹
松
〔
中
学
〕

①
玖
中

A
②
西
中
③
郡
中

〔
個
人
戦
優
勝
者
〕
〔
中

一
〕
坂
口
晃
治
〔
中
二
〕

浦
山
丈
明
〔
中
一
ニ
〕
松
浦

祐
寿〔剣
道
〕

団
体
〔
小
学
〕
①
坂
口

A
@植
松
A
①
諏
訪
A
、

徴
神
堂
A
〔
中
学
〕
①
徴
神
堂
@

植
松
③
三
浦
、
今
村

-
全
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
で
中
島
さ
ん

3
位
に
入
賞

木
場
二
丁
目
の
中
島
泰
二
さ
ん

は
、
七
月
三
日

t
五
日
ま
で
北
海

道
の
登
別
市
で
開
催
さ
れ
た
全
日

本
社
会
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会
の
五
十
歳
代
に
出
場
、
よ
く

健
闘
さ
れ
、
昨
年
に
引
続
き
三
位

に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
(
体
育
課
)

-
勤
労
青
少
年
ポ
ー
リ

ン
グ
大
会
成
績

「
勤
労
青
少
年
の
日
」
の
記
念

行
事
、
大
村
の
若
人
の
集
い
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
が
八
月
五
日
、
二
十

八
チ
l
ム
(
百
四
十
人
)
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
三
浦
青
年
団
②
久
田
組
③
大
村

市
農
協
B
④
大
村
発
電
所
⑤
市
農

林
水
産
課

-
第
5
回

K
T
N
杯
小

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
村
市
予
選
会
成
績

七
月
三
十
一
日
、
市
民
体
育
館

で
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
男
子
〕
①
松
原
小
②
福
重
小
①

鈴
田
小

〔
女
子
〕
①
西
大
村
小
②
大
村
小

@
福
重
小
④
松
原
小

-
第
叩
回
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
成
績

八
月
一
日

t
三
目
、
市
営
球
場

ほ
か
五
会
場
で
小
学
生
五
十
九
チ

ー
ム
、
中
学
生
五
十
二
チ
l
ム
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
小
学
生
〕
①
松
並
二
丁
目
A
②

三
域
第
一
@
古
町
二
丁
目
、

鈴
陰

〔
中
学
生
〕
①
本
町
・
片
町
③
富

の
原
一
丁
目
③
協
和
町
、
乾
馬
場

-
体
力
づ
く
り
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
成
績

七
月
二
十
六
日
、
市
民
体
育
館

で
パ
ド
ミ
ン
ト
シ
協
会
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
一
般
男
子
〕
①
浜
崎
・
品
川
②

福
田
・
森
①
宮
崎
・
中
島

こ
般
女
子
〕
①
中
村
・
江
口
@

圏
・
小
川
③
宮
崎
・
出
口

〔
初
心
者
男
子
〕
①
坂
本
・
下
釜

②
出
口
・
今
里
③
西
山
・
石
橋
、

藤
井
・
溝
上

〔
初
心
者
女
子
〕
①
相
良
・
松
尾

②
茂
田
・
山
田
①
出
口
・
野
口
、

向
井
・

野
村

〔
マ
マ
さ
ん
〕
①
藤
崎

・
羽
田
野

②
豊
永
・
市
川
③
本
郷
・
羽
田
野

〔
中
学
男
子
〕
①
溝
上
・
山
口
②

福
田
・
宮
本
@
田
添
・
井
手
、
松

崎
・
森
田

〔
中
学
女
子
〕
①
西
村
・
村
瀬
②

馬
場
・
原
@
久
保
・
寺
園

一
郵
便
局
か
ら
お
願
い
一

一
@
転
居
届
を
郵
便
局
へ
一

一
住
居
を
変
更
さ
れ
る
方
は
市
一

一
役
所
の
住
民
異
動
の
ほ
か
、
必
一

一
ず
郵
便
局
へ
転
居
届
を
お
出
し
一

一

下

さ

い

。

一

一

@

郵

便

受

箱

を

一

一
郵
便
受
箱
が
な
い
と
、
お
留
一

一
守
な
ど
の
と
き
郵
便
を
配
達
で
一

一
き
な
い
乙
と
が
あ
り
ま
す
。
一

一

@

表

札

を

一

一
家
族
、
同
居
し
て
い
る
方
の
一

一
名
前
も
一
緒
に
、
ぜ
ひ
表
札
を
一

一
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
一

一

願

い

し

ま

す

。

一

一

(

大

村

郵

便

局

)

一

γ
l
t、
t
‘t
‘・
1
H
‘t
‘t
‘l
‘t
、目』
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;講)

ぞ座j

-
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

教
養
講
座

十
月
か
ら
開
設
さ
れ
る
教
養
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
申

込
み
順
で
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

切
り
ま
す
の
で
早
自
に
お
申
込
み

下
さ
い
。

期

間

十

月

1
来
年
三
月
ま
で

〈
週
一
回
、
一
カ
月
四
回
、
午

後
六
時
三
十
分
か
ら
二
時
間
)

科
目

V
月
曜
H
料
理
A

V

火

曜
日
生
花
A
、
陶
芸
、
き
も
の

着
付

V
水
曜
H

書
道
ペ
ン
、

コ
ー
ラ
ス

V
木
曜
H

茶
道、

料
理
B

V

金
曜
日
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
、
生
花
B

対
象
市
内
に
居
住
、
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
三
十
歳
未
満
の

勤
労
青
少
年

受
講
料
無
料
(
材
料
費
は
実
費

個
人
負
担
〉

申
込
方
法
九
月
二
十
五
日
ま
で

に
勤
労
青
少
年
ホ

1
ム
〈
雷
③

ー
一
三
五
三
)
へ

-
N
H
K
学
園
社
会
通

信
講
座

N
H
K学
園
で
は
、
秋
の
「
社

会
通
信
講
座
」
の
受
講
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
乙
の
通
信
講
座
は

リ
ポ
ー
ト
の
添
削
が
中
心
で
、
だ

れ
で
も
自
宅
に
い
な
が
ら
自
分
の

都
合
の
よ
い
時
聞
に
、
自
分
の
ペ

ー
ス
で
学
べ
る
講
座
で
す
。

講
座
の
内
容
書
道
・
硬
筆
・
母

※ 

四
季
の
花
で

パールハイムで
納涼盆踊り大会

心
が
な
ご
む

と
子
の
硬
筆
・
簿
記
・
俳
句
・

文
章
・
絵
画
・
間
碁
・
英
語
・

国
語
の
十
講
座
二
十
九
コ

l
ス

で
、
自
分
の
力
量
に
適
し
た
コ

ー
ス
を
選
択

受
付
期
間
九
月
三
十
日
ま
で

受
講
案
内
近
く
の

N
H
K
ま
た

は
N
H
K学
園
社
会
通
信
教
育

係
(
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台

一
一
ー
一
ニ
六
)
へ
ハ
ガ
キ
で
請
求

し
て
下
さ
い
。
(
社
会
教
育
課
V

相• 援
談

護

談

相

旧
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
、
そ

の
遺
族
の
皆
さ
ん
の
各
種
年
金
や

扶
助
料
、
一
時
金
な
ど
に
つ
い
て

重度身体障害者の授産施設「大村ノマールハ

〈木場2丁目〉で8月22目、国際障害イム」

者年記念納涼盆踊り大会が行われ、ゆかた姿

の寮生や大村民踊愛好会の皆さん、近所の人

なと、多数が参加してにぎわいました。広場に

は焼とりやジュースなどの出庖もならび、楽

援
護
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
九
月
九
日
(
午
前
九
時

十
分

t
正
午
)

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

相
談
員

県
援
護
課
職
員
ほ
か

(
福
祉
課
)

しい夏のひとときとなりました。

--e
、.r
-e.
，et---e
、，，
... 2
‘、，
z-z
，、、.・=.，，
.
1

・・・、，，
z
・J
‘、，
2

・1
，‘、
.. ・・ear--zr
、，
r
・2
・・、.• 
旬、z'z
、-2
・a.
，，，
ar
・、‘，
z
e--
，、.
2

・ee，，‘
=・
・・、，，、
.
2

、‘.
2

・..
 
，、、
r
z
，，，
.
1
J

・、，，
e時

…

各

種

教

室

の

案

内

学

習

す

る

薬

草

入

門

教

室

を

開

一

き
ま
す
。

v

め

|

|

中

央

公

民

館

l

l

d

期
間
九
月
二
十
二
日

t
十

月

ん

九

〈

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

セ

ン

タ

ー

内

)

六
日
(
三
回
、
毎
週
火
曜
、

J

…

受

付

開

始

九

月

七

日

・

や

さ

し

い

中

国

語

会

午

前

十

時

t
正

午

)

い

一

※

各

教

室

定

員

に

な

り

ま

し

た

話

教

室

対

象

・

定

員

成

人

、

三

十

人

ん

)

ら

締

切

り

ま

す

。

講

師

松

尾

正

己

先

生

(

文

化

い

初
心
者
を
対
象
に
臼
常
会
苦

明

申

込

方

法

電

話

で

中

央

公

民

財

審

議

会

委

員

)

ケ

を
中
心
と
し
た
中
国
語
会
話
教

九

館

(

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

セ

ジ

タ

※

テ

キ

ス

ト

は

「

長

崎

の

薬
草
」
叩

ゲ

I
内
、
雷

@
i一一一
一

六

一

)

室

を

聞

き

ま

す

。

高

橋

貞
夫
著
(
千
円
)
を
使

~

ゾ

へ

期

間

九

月

二

十

二

日

t
十

二

用

し

ま

す

。

~

〈

受

講

料

無

料

(

教

材

費

は

実

月

一

日

(

十

回

、

毎

週

火

曜

マ

-

や

き

も

の

入

門

教

室

町

~

費

)

午

後

七

時

l
九
時
)

ゆ

薗

古

典

文

学

教

室

対

象

・

定

員

成

人

、

三

十

人

誰

で

も

楽

し

め

る

初

心

者

む

~

九
|
徒
然
草
を
中
心
に
|
講
師
松
尾
謙
一
郎
先
生
(
中
け
の
焼
き
も
の
づ
く
り
の
教
室
ゾ

~

古

典

文

学

に

親

し

む

と

と

も

文

同

学

会

)

を

聞

き

ま

す

。

一

~
に
古
典
を
通
し
て
日
本
人
の
心
※
経
験
者
は
毎
週
火
曜

(
午
後
期
間
九
月
二
十
四
日

l
十

一

)

ゲ
を
知
る
古
典
文
学
教
室
を
開
き
七
時

t
九
時
)
に
聞
か
れ
て
月
二
十
七
日
(
十
回
、
毎
月
一

一

ま

す

。

い

る

「

中

文

同

学

会

」

の

方

第

一

一

・

第

四

木

曜

・
金
曜
、

一

、
期
間
九
月
三
十
日

t
十
二
月

に
お
は
い
り
下
さ
い
o

午
後

一
時
三
十
分

1
三
時
三
、

V

二
日
(
十
回
、
毎
週
水
曜
、

十
分
)

れ
午
後
一
時
三
十
分
l
三

時

三

園

薬

草

入

門

教

室

対
象
・
定
員
成
人
(
初
心
者
)

U

十
分
)

山
対
象
・
定
員
成
人
、
三
十
人
身
近
か
な
薬
草
の
知
識
と
健

二

十

人

~

‘
 

ん
講
師
川
崎
紀
男
先
生
(
元
高
康
保
持
の
た
め
に
、
講
義
だ
け
講
師
岩
永
憲
治
先
生
(
元
小
い• 

ル

校

教

諭

)

で

な

く

実

物

と

対

比

し

な

が

ら

学

校

長

)

A

f
t
-
-
z
，.，・・
.
f
、，，
-2
2

・、.r
e--
，置、
-
J
3
3
'
'
5

・、，三
ξ

，、‘
.
2

・，，g
t
・-.，、，'
1
‘.‘、y
-'z
，、
.
f
'
'
B
r
，.r
・、J
1
r
‘、.・
2
..
 ，z
、.2
1
.

，.
2
2

、J
・1
・・、
.
f
，.，，、
.J

・，冨r
・2
・・、Ef-
-吋

町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

(
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
)
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-
第

η
回
ミ
ニ
個
展

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は

毎
月
市
内
在
住
者
の
「
ミ
ニ
個
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ど

観
賞
下
さ
い
。

展
示
作
品

写
真

(角
崎
正
晴
氏

作
品
)

展
示
期
間

九
月
一
日

t
三
十
日

-
昭
和
町
年
歌
会
始
の

諒
進
歌

り

お

題

橋

詠
進
要
領
。
自
作
の
歌
で
一
人

一
首
、

未
発
表
の
も
の
に
隈
り

ま
す
。

おおむ

(約

μ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

(7) 

郵

便

番

号

、

住

所

ふ

り

が

な

氏

名

年
月
日
生

職

業

橋

市政だより

(書式図)

(
折
り
目
)
・:

長
崎
県
の

大
動
脈
だ

。
用
紙
は
半
紙
、
毛
筆
で
自
書
し

て
下
さ
い
。

。
病
気
や
身
体
障
害
の
た
め
毛
筆

で
白
書
で
き
な
い
場
合
は
代
筆

で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が

代
筆
の
理
由
を
書
い
た
別
紙
を

添
え
て
下
さ
い
。
な
お
、
盲
人

の
方
は
点
字
で
詠
進
し
て
も
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

。
書
式
は
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し

聞
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌、

左
半
面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
(
本
名
、
ふ
り
が
な
)
、

生
年
月
日
、
職
業
(
な
る
べ
く

具
体
的
に
)
を
書
い
て
下
さ
い

詠
進
期
間
九
月
一
日

l
十
月
十

一
一
日
(
当
日
消
印
有
効
)

送
り
先

宮
内
庁
(
東
京
都
千
代

田
区
千
代
田
一

i
一
)

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添

え
て
下
さ
い
。
(広
報
公
聴
課
)

-
郵
便
外
務
職
員

九
州
郵
政
局
で
は
、
九
州
管
内

の
郵
便
局
に
勤
務
す
る
郵
便
外
務

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員
約
二
百
七
十
人

募
集
期
間
九
月
一
日

t
十
日

試
験
こ
次
〕
十
月
十
一
日
〔
二

次
〕
十
一
月
下
旬
、
長
崎
市
、

佐
世
保
市
な
ど
十
七
カ
所

(
大
村
郵
便
局
)

(約33センチメートル〕

天

正

遣

欧

少

年

使

節

。
エ
ヴ
ォ
ラ
、
ヴ
ィ
ラ

.
ヴ
ィ
ソ

l
ザ
に
向

-つ
リ
ス
ボ
ン
よ
り
四
日
の
行
程

に
あ
た
る
エ
ヴ
ォ
ラ
の
街
は
、

「
博
物
館
都
市
」
の
異
称
が
あ

る
よ
う
に
、
少
年
使
節
達
の
時

代
を
そ
の
ま
ま
現
代
に
伝
え
て

く
れ
ま
す
。

少
年
達
は
こ
の
街

に
七
日
間
滞
在
し
ま
し
た
。
大

司
教
ブ
ラ
ガ
ン
サ
公
は
、
イ
エ

ズ
ス
会
の
エ
ス
ピ
リ
ト
・
サ
ン

ト
学
院
に
彼
等
を
迎
え
、
公
の

@
記
録

少
年
達
へ
の
好
意
は
、
全
行
程

を
通
じ
て
ひ
と
き
わ
き
わ
だ
っ

た
も
の
で
し
た
。

滞
在
費
の
す

べ
て
を
負
担
し
、
三
度
の
食
事

と
い
え
ば
、
数
々
の
ご
馳
走
が

銀
製
の
大
皿
に
盛
ら
れ
て
宿
舎

に
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

少
年
達
が
エ
ヴ
ォ
ラ
を
離
れ
る

に
際
し
て
は
、

金
貨
二
百
ク
レ

サ
!
ド
の
館
別
を
贈
る
ほ
ど
で

し
た
。
あ
ま
り
の
歓
迎
に
出
発

を
延
期
す
る
乙
と
と
な
り
、
九

月
十
四
日
の
聖
十
字
架
顕
彰
日

の
式
に
参
列
し
た
の
で
す
。
、
、
、

⑩ 

サ
の
後
、

伊
東
マ
ン
シ
ョ
と
千

々
石
ミ
ゲ
ル
は
、
大
司
教
座
教

会
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
見
事

に
演
奏
し、

聴
衆
を
大
い
に
満

足
さ
せ
ま
し
た
。
乙
の
オ
ル
ガ

ン
は
、
現
在
で
も
エ
ヴ
ォ

ラ
大

織閏信長肖像画

聖
堂
に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
わ

れ
ま
す
。

少
年
達
は
ブ
ラ
ガ
ン
サ
公
の

歓
迎
に
応
え
て
、
返
礼
と
し
て

公
を
宿
舎
に
招
き
、
日
本
か
ら

持
参
し
た
着
物
を
着
て
、
日
本

の
礼
法
を
も
っ
て
歓
待
し
ま
し

た
。
そ
の
お
り
織
田
信
長
が
、

日
本
で
の
布
教
経
験
を
も
っ
オ

ル
ガ
ン
チ
l
ノ
に
あ
て
た
手
紙

を
披
露
し
て
い
ま
す
。
ま
た
公

に
は
小
さ
な
品
が
多
数
入
っ
た

一
つ
の
箱
を
献
上
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
「
日
本
製
の
頗
る
珍
重

す
べ
き
も
の
」
と
原
文
に
あ
り

ま
す
か
ら
、

蒔
絵
の
類
を
ほ
ど

乙
し
た
漆
塗
り
の
箱
で
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

エ
ヴ
ォ
ラ
よ
り
一
白
の
行
程

で
ス
ペ
イ
ン
国
境
に
近
い
ヴ
ィ

ラ
・
ヴ
ィ
ソ
l
ザ
の
町
に
着
き

ま
し
た
。
乙
乙
で
の
カ
タ
リ
i

ナ
妃
、
及
び
そ
の
子
で
領
主
テ

オ
ド
シ
オ
二
世
兄
弟
と
の
交
際

は
、
母
国
の
母
親
や
実
の
兄
弟

に
再
会
し
た
よ
う
な
や
す
ら
ぎ

を
お
ぼ
え
ま
し
た
。
当
時
、
妃

は
父
君
に
先
立
た
れ
、
四
人
の

男
児
の
母
親
と
し
て
慈
愛
に
あ

ふ
れ
、
子
供
た
ち
も
少
年
使
節

と
同
じ
年
齢
で
あ
っ
た
た
め
、

暖
か
い
友
交
が
生
じ
た
の
で
す

二
日
間
の
短
い
滞
在
で
は
あ
っ

た
も
の
の
、
数
十
メ
ー
ト
ル
も

あ
る
豪
華
な
食
堂
で
偉
儀
を
正

し
た
護
衛
兵
が
守
る
中
、
金
銀

の
器
で
食
事
を
し
、
ハ
ー
プ
シ

コ
ー
ド
、
ヴ
ィ
オ
ラ
の
楽
器
を

演
奏
し
、
ま
た
一
日
は
、
領
主

専
用
の
猟
場
に
猪
狩
に
出
か
け

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
早
い
秋
の
中
で

乗
馬
を
十
分
に
楽
し
み
ま
し
た



(8) 
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おおむら

-
水
道
料
金
の
収
納
取

扱
金
融
機
関
を
追
加

従
来
ま
で
水
道
料
金
の
取
扱
金

融
機
関
と
し
て
、
親
和
銀
行
、
十

八
銀
行
、
西
九
州
信
用
金
庫
を
指

定
し
て
水
道
料
金
の
払
込
み
事
務

市政だより昭和56年9月1日
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を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
五

月
一
日
か
ら
労
働
金
庫
、
大
村
市

農
協
、
松
原
農
協
、
更
に
九
月
一

日
か
ら
新
た
に
長
崎
相
互
銀
行
、

九
州
相
互
銀
行
、
諌
早
信
用
金
庫

を
指
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
団
体
取
り
ま
と
め
に
加

入
さ
れ
て
い
な
い
方
、
水
道
部
か

ら
の
集
金
時
に
不
在
さ
れ
た
方
、

自
主
納
付
さ
れ
て
い
る
方
は
水
道

料
金
納
入
通
知
書
を
持
参
し
て
お

近
く
の
指
定
金
融
機
関
で
納
め
て

下
さ
い
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

美しい郷土をいつまでも

国
向
上
訓
練
「
被
覆
ア

ー
ク
溶
接
実
技
講
習
」

対
象
・
定
員
ア

1
ク
溶
接
の
初

心
者
、
二
十
人

期
間
九
月
二
十
八
日

t
十
月
五

日
場
所
・
申
込
先
長
崎
技
能
開
発

セ
ン
タ
ー
(
諌
早
市
小
船
越
町

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

ナ

ス

と

キ

ュ

ウ

リ

九

十

一

キ

ロ

一

マ
高
木
武
雄
(
坂
口
町
〉
慈
恵
一

国
際
障
害
者
年
事
業
ヘ
マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
)

一
一3
1
1一
敬
称
略
マ
稲
尾
和
久
(
元
西
鉄
ラ
イ
オ
大
村
子
供
の
家
へ
三
万
五
千
一
二
荘
へ
ス
イ
カ
三
個
ほ
か
マ
南
一

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

ン

ズ

監

督

〉

五

万

円

百

十

五

円

マ

原

生

花

庖

(

古

石

油

居

(

桜

馬

場

一

丁

目

)

慈

一

一
マ
林
ヒ
デ
子
(
沖
田
郷
・
亡
夫
社
会
福
祉
協
議
会
へ
町
一
丁
目
)
慈
恵
荘
へ
カ
l
不
恵
荘
へ
ラ
イ
ト
付
拡
大
鏡
六
十
一

一
国
彦
〉
一
一
万
円
マ
測
上
イ
ハ
マ
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
!
シ
ヨ
ン
五
束
マ
大
村
遊
魚
七
個
マ
為
氷
造
花
庖
(
片
町
)
一

一
ェ
(
久
原
郷
・
亡
夫
障
義
)
金
会
長
崎
県
支
部
(
日
吉
昭
博
支
組
合
(
笹
田
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市民大清掃展開される

、自然に恵まれた美しい郷土をいつまでもきれ

いに、と 8月23日、午前?時のサイレンを合図に

市民大清掃が行われました。中央会場参加者は、

大村公園、旧円融寺庭園、大上戸川の3カ所に分

れて清掃を行い、また、各町内や家庭でもいっせ

いに行われ、市民総ぐるみの大清掃が展開されま
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した。

~rft!i 9月は国民健康保険税 (3M)([)納期です?
(JY¥活空)，) 納期内に納めましよう 1 
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